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発行責任者 伊藤 慎次 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

河村名古屋市長の言う「市民税１０％減税」は、金持ちの
ための減税。「地域委員会」や「議会改革」と称した、河
村流“構造改革”。福祉切り捨て、民主主義破壊を許すな
と、１月１３日、８００人を超す市民が決起集会を開催。１月
７日と２１日には、城西病院廃止反対をかかげ名古屋病院労
組などが市役所前での座り込み。さらに、名古屋市職労教
育委員会事務局支部は自治労名古屋教育支部と組合のちが
いを超えて自動車図書館の廃止を許すなと共同のたたかい
を広げています。

寒
空
の
下
、
市
民
病
院
廃
止
反
対
と
市
役
所
前
で
座
り
込
み

取材に訪れたこ
の日、１時間で
２９０冊の貸出し
数があった

組
合
の
ち
が
い
を
超
え
て

広
が
る
共
同
の
た
た
か
い

名
古
屋
市
は
、
平
成
２２
年
度

予
算
案
に
お
い
て
、
自
動
車
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
の
廃
止
方
針
を

表
明
し
ま
し
た
。
廃
止
の
理
由

は
「
各
区
及
び
支
所
管
内
へ
の

図
書
館
整
備
の
完
了
と
自
動
車

図
書
館
の
役
割
は
終
息
」
を
上

げ
て
い
ま
す
。

こ
の
廃
止
方
針
に
対
し
、
名

古
屋
市
職
労
教
育
委
員
会
事
務

局
支
部
は
、
自
治
労
名
古
屋
教

育
支
部
と
組
合
の
違
い
を
超
え

て
自
動
車
図
書
館
を
守
れ
と
た

た
か
い
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

名
古
屋
市
の
自
動
車
図
書
館

は
、
現
在
１
基
地
・
２
台
・
担

当
者
１
名
で
市
内
１
２
０
ヵ
所

で
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

し
、
そ
の
貸
出
数
は
、
年
間
２３

万
５
０
０
０
冊
。
一
方
、
運
営

経
費
は
３
０
０
０
万
円
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
自
動
車
図
書
館
は
極

め
て
�
効
率
性
の
高
い
�
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
そ
し
て
、
利
用
者

は
、
高
齢
の
方
、
障
害
を
持
つ

方
、
子
育
て
中
の
親
な
ど
、
図

書
館
利
用
に
ハ
ン
デ
ィ
ー
を
持

つ
方
が
多
く
い
ま
す
。

減
税
す
る
よ
り
弱
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
を
つ
づ
け
て

「
自
動
車
図
書
館
は�
図
書
館

弱
者
�
と
も
い
え
る
市
民
に

と
っ
て
、な
く
て
は
な
ら
な
い

サ
ー
ビ
ス
で
、利
用
者
ど
う
し

の
情
報
交
換
・
交
流
な
ど
、地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
な
っ
て

い
ま
す
」と
教
事
支
部
の
水
谷

書
記
長
は
話
し
ま
す
。「
住
ま

い
が
区
の
は
ず
れ
で
、高
齢
と

と
も
に
図
書
館
へ
行
く
の
が
き

つ
く
、十
数
年
、自
動
車
図
書
館

を
利
用
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
存

続
を
お
願
い
し
ま
す
」「
自
宅
近

く
ま
で
来
て
く
れ
る
こ
の
制
度

は
と
て
も
便
利
。
子
ど
も
が
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
利
用
し
て
き
ま

し
た
。予
算
が
な
い
と
言
う
の

で
あ
れ
ば
、減
税
す
る
よ
り
も

こ
う
い
っ
た
弱
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
継
続
を
」「
大
き
な
立
派
な

図
書
館
が
あ
っ
て
も
、遠
く
で

は
借
り
に
い
け
ま
せ
ん
」な
ど
、

多
く
の
市
民
か
ら
存
続
の
声
が

届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
教
事
支
部
の
松
井
陽
佑

さ
ん
は
「
存
続
の
た
め
に
精
一

杯
が
ん
ば
る
」
と
語
り
、
水
谷

書
記
長
は
「
声
を
出
し
た
く
て

も
出
せ
な
い
市
民
の
た
め
に
、

私
た
ち
は
労
働
組
合
と
し
て
、

図
書
館
の
職
員
と
し
て
、
市
民

の
思
い
を
感
じ
と
り
、
そ
の
声

を
届
け
る
た
め
に
力
を
尽
く
し

ま
す
。
ま
た
、
自
分
た
ち
の
仕

事
が
市
民
の
た
め
に
必
要
な
こ

と
を
確
信
し
た
い
」
と
決
意
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

市
民
生
活
破
壊
の

三
つ
の
仕
掛
け

１
月
１３
日
、
革
新
市
政
の
会

や
市
民
犠
牲
許
す
な
連
絡
会
な

ど
が
主
催
し
た
「
市
民
集
会
」

で
は
、
実
行
委
員
会
か
ら
河
村

市
政
の
実
態
と
そ
の
ね
ら
い
が

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

河
村
市
長
の
言
う
新
し
い
構

造
改
革
と
は
、「
市
民
税
減
税
」

「
地
域
委
員
会
」「
議
会
改
革
」

の
３
つ
の
仕
掛
け
で
、
市
民
生

活
を
破
壊
し
、
強
権
的
な
市
政

支
配
を
す
す
め
る
も
の
。
そ
の

一
つ
、「
市
民
税
１０
％
減
税
」

に
つ
い
て
、
河
村
市
長
は
「
減

税
の
目
的
は
『
生
活
支
援
で
は

な
い
』」
と
自
ら
言
っ
て
る
よ

う
に
、
主
な
目
的
は
２
つ
。
そ

の
一
つ
は
、
ト
ッ
プ
の
企
業
は

年
間
２
億
円
、
ト
ッ
プ
の
資
産

家
は
年
間
２
０
０
０
万
円
の
減

税
。
二
つ
目
は
、
こ
れ
を
材
料

に
大
企
業
・
大
金
持
ち
を
名
古

屋
に
呼
び
寄
せ
る
た
め
。

「
地
域
委
員
会
」
を
「
福
祉
」

の
受
け
皿
に
し
、
予
算
も
職
員

も
ど
ん
ど
ん
減
ら
す
。
福
祉
を

「
地
域
委
員
会
」
に
ま
か
せ
、

市
役
所
は
名
古
屋
城
づ
く
り
を

や
る
。
市
役
所
の
予
算
と
人
材

を
大
企
業
の
呼
び
込
み
と
大
型

事
業
に
集
中
さ
せ
る
。

「
議
会
改
革
」
に
つ
い
て
、

学
区
の
「
地
域
委
員
会
」
を
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
議
会
」
に
見
せ
か

け
て
、
市
議
会
の
議
員
定
数
を

半
減
し
、
小
選
挙
区
制
を
導
入

す
る
。
切
り
捨
て
ら
れ
る
の
は

市
民
の
声
と
政
治
参
加
の
権

利
。
河
村
流「
議
会
改
革
」は
、

市
長
に
対
す
る
批
判
・
監
視
権
、

立
法
権
を
も
つ
市
議
会
の
役
割

を
決
定
的
に
弱
め
、
市
長
の
強

権
的
な
政
治
体
制
を
つ
く
る
の

が
ね
ら
い
と
解
明
し
ま
し
た
。

く
ら
し
守
れ
と

市
民
の
怒
り

要
求
・
活
動
交
流
で
は
、
市

立
城
西
病
院
を
よ
く
す
る
会
の

太
田
さ
ん
か
ら
町
内
会
の
議
論

で「
１０
％
減
税
で
病
院
廃
止
な

ら
減
税
な
ん
て
や
っ
て
も
ら
わ

ん
で
も
え
え
と
み
ん
な
で
一

致
。
看
護
師
は
親
切
で
優
し
い

し
、費
用
も
安
い
」、福
祉
保
育

労
の
服
部
さ
ん
か
ら「
公
私
間

格
差
是
正
の
取
り
組
み
で
、河

村
市
長
の『
待
機
児
に
は
市
営

住
宅
の
空
き
部
屋
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
見
て
も
ら
え
ば
よ
い
』の
発

言
に
怒
り
を
感
じ
た
」
な
ど
、

く
ら
し
・
福
祉
・
民
主
主
義
を

守
ろ
う
と
１１
団
体
・
個
人
か
ら

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
を
う
め
つ
く
す
参
加
者

教事支部・水谷書記長（左）と松井さん
（右）名古屋市図書館配置図をもって

���������	
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自治労連あいち組織集会
と き・２月２０日�～２１日�
ところ・蒲郡・形原温泉「鈴岡」



賃上げは当り前
「最低生計費」調査「最低生計費」調査

（生活実態＋手持ち材）

「最低生計費」調査
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経
済
を
安
定
さ
せ
る

処
方
箋
は
賃
上
げ

今
春
闘
に
お
い
て
愛
労
連
は

私
た
ち
が
生
活
す
る
う
え
で

「
い
く
ら
必
要
な
の
か
」
を
明

ら
か
に
す
る
「
最
低
生
計
費
実

態
調
査
（
生
活
実
態
調
査
及
び

手
持
ち
材
調
査
）」
を
お
こ
な

い
ま
す
。

民
間
の
賃
金
引
き
下
げ
・
一

時
金
の
大
幅
ダ
ウ
ン
、
公
務
員

賃
金
の
引
き
下
げ
な
ど
労
働
者

全
体
の
所
得
は
低
下
。
非
正
規

労
働
者
の
賃
金
水
準
は
最
低
生

計
費
を
下
回
る
水
準
と
な
っ
て

お
り
、
年
末
か
ら
マ
ス
コ
ミ
を

賑
わ
す
派
遣
村
も
今
年
は
「
公

設
」
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

雇
用
情
勢
は
年
明
け
施
設
閉
鎖

後
も
依
然
と
し
て
、
深
刻
な
ま

ま
多
く
の
人
た
ち
が
路
上
生
活

に
逆
戻
り
し
て
い
ま
す
。

生
計
費
原
則
に
基
づ
く
賃
金

引
き
上
げ
要
求
を
確
立
し
、
今

日
の
�
引
き
下
げ
競
争
�
に
歯

止
め
を
か
け
、「
賃
金
引
き
上

げ
」「
雇
用
の
安
定
化
」
こ
そ

が
、
労
働
者
の
購
買
力
を
向
上

さ
せ
、
経
済
を
安
定
さ
せ
る
処

方
箋
�
「
賃
上
げ
は
当
然
」
と

い
う
運
動
の
根
拠
を
明
ら
か
に

す
る
の
が
「
最
低
生
計
費
調

査
」で
す
。
こ
の
と
り
く
み
は
、

賃
金
だ
け
で
な
く
、
生
活
保
護

基
準
や
最
低
保
障
年
金
は
じ

め
、
社
会
保
障
制
度
の
拡
充
の

根
拠
と
も
な
る
も
の
で
す
。

自
治
労
連
で

三
〇
〇
人
目
標

愛
労
連
は
、「
最
低
生
計
費

調
査
」
の
デ
ー
タ
の
精
度
を
よ

り
高
め
る
た
め
、
組
合
員
の
参

加
す
る
運
動
と
し
て
、
全
体
と

し
て
１
０
０
０
人
を
や
り
き
る

と
し
て
い
ま
す
。

自
治
労
連
は
、
前
述
の
位
置

づ
け
に
加
え
、
公
務
員
賃
金
闘

争
の
前
進
を
め
ざ
す
と
り
く
み

を
強
め
ま
す
。

�
唯
一
の
公
的
な
基
準
と
さ
れ

て
い
る
人
事
院
勧
告
に
お
け
る

標
準
生
計
費
と
実
生
活
の
違
い

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
改
善
を

め
ざ
し
ま
す
。

�
生
計
費
原
則
の
立
場
か
ら
、

０
〜
１８
％
の
７
段
階
に
格
差
を

つ
け
ら
れ
て
い
る
地
域
手
当
の

問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
生
計

費
重
視
に
改
め
さ
せ
賃
金
改
善

を
め
ざ
し
ま
す
。

�
県
本
部
と
し
て
３
０
０
名
を

目
標
に
、
青
年
・
単
身
者
を
含

め
、
名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
１
５
０

名
、
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
８０
名
、
尾

張
ブ
ロ
ッ
ク
７０
名
を
目
安
と

し
、
全
単
組
か
ら
複
数
以
上
の

参
加
を
と
り
く
み
ま
す
。

震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
す
「
第
１４
回
１
・
１７
震
災

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
１６
日
、
名
古

屋
市
で
開
か
れ
、
県
内
の
労
組

や
消
防
職
員
組
織
、
公
共
事
業

や
住
宅
関
連
組
織
な
ど
７０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
自
治
体
問
題
研
究
所

の
増
田
紘
事
務
局
長
は
講
演
で

「
１５
年
が
経
ち
、
解
体
時
の
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
な
ど
復
興
災
害

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
被
災

地
の
現
状
は
、
長
田
町
で
は
元

の
人
口
の
７５
％
し
か
い
な
い
。

１０
兆
円
の
被
害
に
対
し
て
１６
兆

３
千
億
円
を
投
じ
た
ハ
コ
モ

ノ
・
開
発
主
義
の
『
創
造
的
復

興
』
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
個

人
住
宅
の
建
設
や
マ
ン
パ
ワ
ー

の
確
保
な
ど
地
元
に
お
金
が
落

ち
る
復
興
が
必
要
」
と
話
し
ま

し
た
。

講
演
の
後
、
名
古
屋
の
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
実
践
報

告
と
と
も
に
、「
山
古
志
復
興

の
軌
跡
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
さ
れ

ま
し
た
。

安い掛金、大きな安心
自治労連共済の

火 災 共 済

日時 ２月１１日（木・祝）

場所 豊田市内ほか

規模 全体で１５００人以上

〈とりくみの内容〉
�トヨタ本社前宣伝
時間 ７：３０～８：３０

行動 ビラ配布、横断幕

�ＪＲ刈谷駅頭宣伝
時間 ７：３０～８：３０

行動 ビラ・ティッシュ

配布

�ミッドランド前宣伝
時間 １０：００～

�中小企業向けアンケート
配布

豊田、刈谷、知立市内の

工場を中心に。山之手公

園に９：３０集合。

�１０国民春闘豊田決起集会
時間 １３：００～

場所 豊田市山之手公園

９
９
８
号
２
・
３
面
の
本
文
３

段
目
「
嘉
手
納
基
地
は
陸
軍
基

地
」
を
「
空
軍
基
地
」
に
。
普
天

間
基
地
写
真
説
明
の
「
沖
縄
平
和

委
員
会
」
を
「
沖
縄
県
平
和
委
員

会
」
に
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

「ハイチ大地震への
被災者募金」受付中
みなさんの募金は、全労連を通じ
て被災者支援組織へ届けられま
す。

詳しくは各組合・役員まで

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

１２
月
２８
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

９
９
６
号
の
答
え
は
「
オ
ト

シ
ダ
マ
」
で
し
た
６８
通
の
応
募

が
あ
り
全
員
正
解
で
し
た
。
以

下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
送
り

ま
す
。

森

加
代
子（
名
古
屋
市
職
労
）

伊
藤

義
雄（
名
古
屋
市
職
労
）

伊
藤
よ
し
子（
学

事

労
）

斎
藤
健
二
郎（
港

職

労
）

鈴
木

宏
尚（
豊
橋
市
職
労
）

岩
田

庸
宏（
豊
橋
市
職
労
）

岡
田

園
美（
蒲

郡

市

職
）

林

容
子（
半

田

市

職
）

鈴
木

勝
也（
中

水

労
）

浅
田

敬
史（
西

尾

市

職
）

クク
イイ
ズズ
のの当当

選選
者者

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

人
こ
そ
最
大
の
イ
ン
フ
ラ

愛労連は「生計費調査」の成功へ、全労連と共に首都圏や東
北地域での「生計費調査」をとりくんできた仏教大学教授の
金澤誠一氏を講師に１月１９日学習会をおこないました。

震
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
７０
人

人
間
の
つ
な
が
り
が
大
切
と

強
調
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

トトヨヨタタ総総行行動動


